
学校にも慣れてきた久礼小学校１年１組の子どもたち（P20参照）
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      行政報告 ………………………
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■小学生が議会を見学 ……………
■議員出張懇談会を開催 …………
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第 1 回 臨 時 会
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■北海道幕別町 ･上士幌町で研修･･････ 2

■四万十源流の里が営業再開･･･････････････ 4

■小学生が議会を見学･･････････････････････ 18

■議員出張懇談会始まる･･･････････････････ 19



　

４
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
本
町
と
災
害
協
定
を
結
ぶ
北
海
道
幕
別
町
と
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
、
寄
付
金
額
が
北
海
道
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
上
士
幌
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

幕
別
町
は
十
勝
平
野
の
中
に
あ
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
町
で
、
人

口
は
約
２
万
７
千
人
で
す
。
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
士
幌
町
は
、
十
勝
地
方
の
北
部
に
あ
り
、
人
口
約
５
千
人
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
産
業
振
興
、
移
住
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「議場」（上）と役場庁舎地下にある「免震装置」（右）を
見学する議員

幕別町で研修する議員と担当者

「庁舎建設」等の研修のため視察に
訪れた幕別町役場の模型

人口の約 7 割が集中する札内地区に
約 10 億円で建設された支所機能も
備えたコミュニティプラザ

住民の声聴き
新庁舎

幕
別（
ま
く
べ
つ
）町

庁
舎
建
設
で
徹
底
し
て
住
民
の
声
を
聞
く

　

幕
別
町
で
は
、
平
成
28
年
４
月
、
28
億
を
か
け
た

新
庁
舎
が
完
成
し
た
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
が
利
用

し
や
す
い
庁
舎
。
防
災
・
復
興
拠
点
と
し
て
の
庁
舎

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
施
設
に
な
る
よ
う
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
る
庁
舎
で
あ
っ
た
。

　

立
派
な
庁
舎
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
幕
別
町
か
ら
、

完
成
ま
で
の
事
業
の
進
め
方
の
教
示
を
受
け
た
。

　

平
成
23
年
７
月
「
庁
舎
建
設
を
検
討
す
る
」
と
い

う
段
階
か
ら
、
平
成
28
年
４
月
の
完
成
ま
で
の
４
年

９
カ
月
の
間
に
「
地
区
別
説
明
会
」、
広
く
意
見
を
聞

く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

事
業
の
構
想
・
計
画
・
設
計
な
ど
の
節
目
で
は
、

町
の
広
報
誌
を
通
じ
「
住
民
の
声
」「
役
場
の
考
え
方
」

を
、
延
べ
19
回
に
わ
た
り
丁
寧
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

議
会
で
も
「
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

「
議
会
報
告
会
」等
で
住
民
の
声
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

幕
別
町
を
視
察
し
「
住
民
と
役
場
」「
住
民
と
議
会
」

と
の
関
係
の
原
点
を
見
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

災
害
協
定
を
確
認

　

平
成
25
年
11
月
、
幕
別
町
と
結
ん
だ
災
害
時
相
互

応
援
協
定
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

両
町
の
災
害
時
の
連
絡
体
制
、
救
援
物
資
、
人
員

派
遣
等
具
体
的
課
題
を
話
し
合
い
、
今
後
さ
ら
に
連

携
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

幕別
町

上士幌町

幕別町
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ふるさと納税
21 億円

上
士
幌（
か
み
し
ほ
ろ
）町

ふ
る
さ
と
納
税
で
ま
ち
づ
く
り

　

上
士
幌
町
は
、
平
成
28
年
度
は
21
億
円
（
中
土
佐

町
２
３
３
６
万
円
）
の
寄
付
金
額
だ
。

　

上
士
幌
町
で
は
、
平
成
20
年
、
町
が
運
営
す
る
ブ
ロ

グ
を
開
設
。
21
年
、
新
商
品
開
発
事
業
を
開
始
。
22
年

に
は
情
報
交
流
推
進
員
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、

こ
こ
が
移
住
・
定
住
、
新
商
品
の
開
発
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
好
調
の

裏
に
は
、
戦
略
的
か
つ
地
道
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
大
き
く
伸
び
る
の
に
伴
い
、
返
礼

品
生
産
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。
十
勝
ハ
ー
ブ
牛
を
生

産
・
加
工
す
る
農
場
で
は
２
０
０
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
金
を
活
用
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
購
入
、
認
定
保
育
園
の
保
育
料
無
料
化
、
高
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
そ
し
て
、
住
宅
を
新
築

す
る
場
合
は
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円
を
助

成
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
が
活
性
化
し
、
住

ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
好
循

環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
二
つ
の
町
を
視
察
し
、「
住
民
目
線
、
住
民

と
の
共
同
作
業
を
忘
れ
な
い
こ
と
」「
誰
の
た
め
に
ど

う
す
る
か
」
と
い
う
目
的
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
。
そ
し
て
、
官
民
一
体
の
戦
略
的
な

取
り
組
み
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
、
北
の
大
地
を
後

に
し
た
。

中
土
佐
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

北
海
道
で
研
修

上士
幌町

「ふるさと納税」などを研修した
上士幌町役場

魅力的な商品が掲載された上士幌町の
「平成 28 年度ふるさと納税感謝特典カタログ」

上士幌町の担当者から説明を受ける議員と担当者
「スクールバス購入」「認定保育園の保育料無料化」等の
寄付金の使い道やその効果など説明に使われた資料
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3 月定例会で名称変更された四万十源流の里のバンガロー

JPT Tours Japan ㈱
　本社は東京都。オーストラリアの旅行会社 JPT 
Tours Group の関連会社。愛媛県久万高原町の「ふ
るさと旅行村」の指定管理者でもあり、外国人旅行
者の誘致を始め、様々なアイデアを取り入れて運営
している。

平
成
29
年　

中
土
佐
町
議
会

第
1
回
臨
時
会

議
審

案
議

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
が
２
月
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
、
四
万
十
源
流
の
家
の
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」

な
ど
３
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
（
Ｐ
６
参
照
）
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

（
四
万
十
源
流
の
家
）

　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
は
、
四
万
十
源
流

の
家（
現
四
万
十
源
流
の
里
）

の
指
定
管
理
者
を
Ｊ
Ｐ
Ｔ

Ｔ
o
u
r
s　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

株
式
会
社
と
す
る
も
の
だ
。

　

町
長
か
ら
の
提
案
理
由
説

明
の
後
、
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、
戸
田
晴
喜
議
員
、
佐

竹
敏
彦
議
員
が
賛
成
討
論
を

行
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
９
・

反
対
１
で
可
決
さ
れ
た
。

賛

成

討

論

開
業
が
保
証
さ
れ
る
な
ら

　
「
源
流
の
家
」
が
あ
る
地
区
の
住
民
の

心
配
は
、
安
定
し
た
営
業
と
事
業
の
継

続
だ
。
前
回
の
経
営
者
の
下
で
は
安
定

し
た
経
営
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

失
望
と
な
っ
た
。
修
繕
等
に
大
き
な
金

額
を
使
っ
た
こ
と
。
ま
と
も
な
営
業
を

し
な
か
っ
た
こ
と
等
に
対
す
る
疑
問
の

声
を
現
地
で
聞
い
た
。

　

こ
の
疑
問
に
対
し
、
事
業
計
画
の
中

で
営
業
時
間
を
表
示
し
厳
守
す
る
こ
と
。

飲
食
店
の
管
理
運
営
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
短
期
撤
退
が
な
い
こ
と
。
冬
季
の

経
営
の
困
難
さ
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
効
果
的
運
営
も
考
え
て
い
る
等
の

説
明
も
全
員
協
議
会
で
あ
っ
た
。

　

住
民
へ
の
説
明
で
も
、
住
民
と
の
交

流
・
雇
用
・
食
事
部
門
の
強
化
等
、
積

極
的
に
取
り
組
む
と
語
ら
れ
た
と
聞
い

た
。

　

担
当
部
署
の
農
林
課
か
ら
も
、
地
元
、

事
業
者
と
の
三
者
の
連
絡
を
密
に
す
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

地
元
と
の
コ
ラ
ボ
も
希
望
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
地
元
で
は
集
落

活
動
の
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

業
者
と
の
コ
ラ
ボ
も
考
え
ら
れ
る
。

　

経
営
の
安
定
、
開
業
さ
れ
る
こ
と
が

保
証
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
発
展
性
が
あ

る
。
賛
成
す
る
。

大
野
見
の
将
来
に
希
望

　

大
野
見
地
区
を
回
り
、
当
該
地
域
等

の
意
見
を
伺
っ
た
。
お
客
さ
ん
の
接
待

場
所
と
し
て
、
食
べ
さ
せ
る
場
所
が
な

い
の
で
、
ぜ
ひ
開
業
し
て
欲
し
い
と
の

意
見
を
伺
っ
た
。

　

だ
が
、
前
回
の
事
例
と
し
て
危
惧
さ

れ
る
点
が
多
々
あ
る
。
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
指
摘
も
い
た
だ
い
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
拠
点
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
な
ど
新
た
な
提
案
も
い
た
だ
い

た
。
わ
く
わ
く
と
し
た
何
か
前
向
き
な

点
が
見
ら
れ
、
大
野
見
の
将
来
に
希
望

が
持
て
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

し
て
い
る
。

　

役
場
と
し
て
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

地
元
の
意
向
を
尊
重
し
た
運
営
体
制
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
苦
言
を
呈

し
賛
成
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

外
国
人
旅
行
者
を
自
国
へ
誘
致
す
る
こ
と
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

　

各
々
の
国
、
地
域
が
相
手
国
・
地
域

の
青
少
年
に
対
し
て
、
自
国
・
地
域
で

一
定
期
間
休
暇
を
過
ご
し
、
そ
の
間
の

滞
在
費
を
補
う
た
め
に
就
労
す
る
こ
と

を
相
互
に
認
め
る
制
度
。

戸
田
晴
喜
議
員

佐
竹
敏
彦
議
員

指定管理者にJPT
四万十源流の家
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用地造成工事の残土の運搬にも利用される国道をまたぐ橋梁の下部工事

建て替えのための設計委託料が計上
された上ノ加江公民館

今年度も引き続き、80 歳以上に方に
配布される外出支援のタクシーチケット

上ノ加江小学校へ整備される災害用資機
材倉庫のイメージ

舗装工事が行われる町道
押谷線 ( 大野見萩中 )

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
　

特
定
Ｊ
Ｖ
。大
規
模
か
つ

技
術
難
度
の
高
い
工
事
の
施

工
に
際
し
、技
術
力
を
結
集

す
る
こ
と
に
よ
り
工
事
の
安

定
的
施
工
を
確
保
す
る
場

合
等
に
、工
事
ご
と
に
結
成

す
る
共
同
企
業
体
。

平
成
29
年　

中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

　

平
成
29
年
３
月
定
例
会
は

３
月
７
日
に
開
会
し
、
町
長

の
行
政
報
告
、
議
案
の
提
案

理
由
説
明
、
委
員
会
の
活
動

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
・
15
日
に
は
一
般
質

問
（
Ｐ
７
か
ら
関
連
記
事
）

が
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
、

町
の
課
題
に
つ
い
て
執
行
部

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
、「
平
成
29
年
度
予

算
」
な
ど
町
長
提
出
の
26
議

案
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

8億1604万円で契約
庁舎等移転用地造成

　
「
中
土
佐
町
公
共
施
設
移

転
等
事
業　

移
転
用
地
整
備

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
は
、
議
決
が
必
要
な

５
千
万
円
以
上
の
請
負
契
約

の
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。

　
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
」
は
、
公
共
施
設
移
転

公
共
施
設
移
転
等

　
　
用
地
造
成
契
約

平
成
29
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算

　

内
容
は
「
ミ
タ
ニ
・
谷
脇

組
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
」
と
８
億
１
６
０
４
万
円

で
契
約
す
る
も
の
だ
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
採
決

が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
労
務

単
価
の
上
昇
や
追
加
工
事
の

発
生
な
ど
に
よ
り
、
更
な
る

負
担
増
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

等
事
業
等
の
増
額
等
の
た

め
、
昨
年
度
の
当
初
予
算
を

４
億
２
５
１
７
万
円
上
回
る
、

69
億
５
６
７
４
万
円
の
大
型

予
算
と
な
っ
た
。

29年度は、こんな事業も

中土佐町議会だより　No.45（平成29年５月）5



○・・賛成　●・・反対　／・・議長しました。賛成・反対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　
　審議した議案等

岡　

伊
三
男

戸
田　

晴
喜

山
中　

英
男

山
下
世
仁
子

黒
原　

昭
一

中
城　

重
則

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

松
下　

裕
之

本
井　

康
介

可
　
　
　
否

指定管理者の指定（四万十源流の家）
※「JPT　Tours Japan（株）」を指定管理者とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

公共施設移転等事業　町道不動越4号線橋梁下部工（A2橋台）整備工事請負契約
※「（有）有澤建設工業」と5680万円で契約するもの ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

町職員の勤務時間・休暇等条例の一部改正
※上位法令の改正に対応するためのもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

≪３月定例会の主な議案と議員の賛否≫
指定管理者の指定（ライダーズイン中土佐）
※「HIROクラブ」を指定管理者とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

町税条例等の一部改正
※上位法令の改正に対応するためのもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

集会施設設置管理条例の一部改正
※「大野見南地区老人憩いの家」から「大野見集落活動センターみなみ」への名称変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

簡易宿泊施設設置管理条例の一部改正
※「四万十源流の家」から「四万十源流の里」への名称変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

町営住宅設置管理条例の一部改正
※不要物の処分、督促手数料等を定めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

嘱託職員の任用・勤務条件等条例の一部改正
※子ども家庭支援員を任用するなど ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

非常勤特別職の職員の報酬・費用弁償条例の一部改正
※鳥獣被害対策実施隊員の職を設けるなど ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

一般職職員給与条例の一部改正
※国準拠の給料表に切り替えるなど ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

減債基金条例の一部改正
※決算剰余金で積み立て可能とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

財政調整基金条例の一部改正
※決算剰余金で積み立て可能とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

障害者地域自立支援協議会設置条例
※組織の位置づけを明確にし、事業の推進を図るもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

地域密着型サービス運営委員会設置条例
※組織の位置づけを明確にし、事業の推進を図るもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

地域包括支援センター運営協議会設置条例
※組織の位置づけを明確にし、事業の推進を図るもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成28年度一般会計補正予算（第5号）
※公共施設移転等事業費の一部などを29年度に組み替えたことなどによる減額補正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成28年度国保特別会計補正予算（第3号）
※共同事業拠出金の減額などによるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成28年度簡易水道特別会計補正予算（第3号）
※決算を見込んでの減額補正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成28年度介護保険特別会計補正予算（第4号）
※地域支援事業費の増額によるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度一般会計予算
※歳入歳出それぞれ69億5674万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度国保特別会計予算
※歳入歳出それぞれ12億9821万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度簡易水道事業特別会計予算　　
※資本的収支は収益、費用をそれぞれ1億4862万円。資本的収支は収入580万円、支出5685万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
※歳入歳出それぞれ226万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度農業集落排水事業特別会計予算
※歳入歳出それぞれ4246万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度介護保険特別会計予算
※歳入歳出それぞれ12億9277万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算
※歳入歳出それぞれ1億1877万円とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

公共施設移転等事業　移転用地整備工事請負契約
※「ミタニ・谷脇組特定建設共同事業体」と8億1604万円で契約するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

指定管理者の指定（大野見集落活動センターみなみ）
※「みなみの明日を考える会」を指定管理者とするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

私は、

≪第１回臨時会の主な議案と議員の賛否≫
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一 般 質 問
〜所信を問う〜

戸田　晴喜 ･････P8
■健康福祉課の課題は
■町内の孤独死の状況は

佐竹　敏彦 ･････P9
■自衛隊と合同訓練を
■議員削減メリットは

下元　道夫 ･････P10
■地域おこし協力隊は
■ブランド化と地産外商を

中城　重則 ･････P11
■任期１年、その後は
■町外居住職員、緊急時は

山中　英男 ･････P12
■国保の都道府県移行は
■給付型奨学金制度を

黒原　昭一 ･････P13
■監査指摘事項の改善は
■みなとオアシス登録メリットは

　

３
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
、
防
災
対
策
や

福
祉
、
町
外
居
住
職
員
問
題
な
ど
町
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

中土佐町議会だより　No.45（平成29年５月）7



大野見保健福祉センター内の「ほのぼの大野見」で談笑する地域の皆さん
（写真 : あったかふれあいセンター「ほのぼの大野見」提供）

セルフネグレク状態が心配される対象者の早期発見にもつながる小地域
ケア会議

問
健
康
福
祉
課
が
、
総
合
戦

略
の
中
で
、
将
来
像
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
町
民
に
答
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
中
で
、
重
点
的
に
捉
え
、

問
題
が
あ
り
、
解
決
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
の
は
ど

こ
か
。

今
橋
健
康
福
祉
課
長
独
居
高

齢
者
世
帯
や
高
齢
者
の
み
世

帯
の
増
加
、
中
心
部
か
ら
離

れ
た
地
域
の
衰
退
へ
の
危
機

感
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
域

力
の
衰
退
へ
の
意
識
が
あ
る
。

制
度
に
当
て
は
ま
ら
な
い
狭

間
の
課
題
に
、
行
き
届
か
な

い
現
状
を
認
識
し
て
い
る
。

戸田晴喜
独居高齢者世帯の増加

まち ･ ひと ･ しごと創生総合戦略

健康福祉課の課題は

　

地
域
福
祉
の
土
壌
づ
く
り

の
た
め
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
地
域

福
祉
計
画
を
実
行
し
て
き
た
。

地
域
の
力
を
高
め
、
高
齢
者

を
含
め
た
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
方
向
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

問
町
の
孤
独
死
の
現
状
は
。

ま
た
、
関
連
す
る
セ
ル
フ
ネ

グ
レ
ク
ト
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

今
橋
健
康
福
祉
課
長
（
孤
独

死
は
）
平
成
27
年
に
１
事
例

が
あ
っ
た
。

　

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
、

平
成
26
年
か
ら
28
年
ま
で
で
、

２
件
認
定
し
て
い
る
。

町
内
の
孤
独
死
の
状
況
は

平
成
27
年
に
１
例

　

対
象
者
の
方
へ
の
支
援
方

法
と
し
て
、
本
人
の
支
援

ニ
ー
ズ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
見
立
て
、
状
況
改
善
の

意
思
確
認
を
す
る
。

　

意
思
の
あ
る
場
合
は
環
境

改
善
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
、
金
銭
管
理
支
援
等
の
具

体
的
な
支
援
の
提
供
を
行
う
。

本
人
の
協
力
の
も
と
生
活
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　

意
思
の
な
い 

場
合
、
拒
否

の
あ
る
場
合
は
、
支
援
の
関

係
性
の
構
築
を
行
う
。
そ
し

て
、
本
人
の
意
識
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
。

　

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
、

孤
独
死
に
至
る
一
番
大
き
な

リ
ス
ク
だ
。
未
然
に
状
態
を

見
つ
け
、
支
援
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

　

成
人
が
通
常
の
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為

を
行
う
意
欲
・
能
力
を
喪
失

し
、
自
己
の
安
全
や
健
康
が

脅
か
さ
れ
る
状
態
と
な
る
こ

と
。
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存在価値が問われる 11 人（欠員 1 人）の議員。任期は来年 2 月 4 日まで（写真は合成です）

佐竹敏彦

自
衛
隊
と
合
同
訓
練
を

連
隊
長
の
意
見
を
検
討
中

問
２
月
12
日
に
防
災
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。
陸
上
自
衛

隊
第
50
普
通
科
石
田
連
隊
長

か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
際
の
救
助
体
制
の
課
題
、

問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た

い
」
。
そ
の
た
め
に
「
町
や

自
主
防
災
会
と
連
携
し
て
、

共
同
訓
練
を
し
た
い
」
と
提

案
さ
れ
た
。
早
期
に
対
応
す

べ
き
で
は
。

平
田
総
務
課
長
連
隊
長
の
貴

重
な
意
見
を
検
討
中
だ
。
関

係
機
関
と
の
調
整
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
明
確
に
答
え
ら

れ
な
い
。　

問
議
員
の
報
酬
や
定
数
は
、

削
減
圧
力
が
強
い
と
感
じ
る
。

代
議
員
制
民
主
主
義
を
と
る

我
が
国
で
は
、
そ
れ
ら
の
削

減
は
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱

え
疑
義
を
感
じ
る
。
議
員
が

少
な
く
な
れ
ば
、
最
終
的
に

公
務
員
に
よ
る
官
僚
政
治
に

な
る
。
い
わ
ゆ
る
シ
ビ
リ
ア

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な

い
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
は
戦
後
、
い
け
な

い
と
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
指

摘
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　

二
元
代
表
制
は
、
削
減
で

あ
れ
ば
、
改
め
て
制
度
改
革
、

シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

本
来
は
、
国
防
に
関
し

て
、
職
業
軍
人
で
な
い
文
民

が
、
最
高
の
指
揮
権
を
持
つ

制
度
。
軍
部
の
政
治
介
入
を

防
ぐ
た
め
の
原
則
。

2 月 12 日の防災講演会で講演する
石田連隊長

自衛隊も参加して行われた救出訓練
（写真 : 高幡消防組合提供）

報酬分を他の事業に

議員削減メリットは

統
治
機
能
の
抜
本
的
改
革
が

必
要
だ
。
最
終
的
に
は
地

（
注
）

方

自
治
法
の
改
正
、
憲
法
改
正

に
な
る
。

　

今
の
議
員
報
酬
は
、
若
者

が
選
挙
に
出
ら
れ
な
い
額
だ
。

議
員
報
酬
・
定
数
の
削
減
で

減
税
と
な
る
の
か
。
歳
出
に

お
け
る
議
員
予
算
減
額
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
影

響
は
。

（
注
）
地
方
自
治
法
及
び
憲
法

に
は
、
直
接
、
地
方
議
員
の
議

員
報
酬
・
定
数
を
規
定
し
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
田
総
務
課
長
議
員
の
削
減

で
全
体
的
に
減
税
と
は
な
ら

な
い
。

　

議
員
報
酬
に
係
る
財
源
は
、

す
べ
て
町
の
一
般
財
源
だ
。

議
員
数
の
削
減
や
報
酬
の
減

額
が
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ

ま
で
議
員
報
酬
に
使
っ
て
い

た
一
般
財
源
が
、
他
の
事
業

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
た
め
、
財
政

的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
メ

リ
ッ
ト
だ
。

　

地
方
交
付
税
等
の
算
定
に

は
、
議
員
定
数
な
ど
を
基
礎

と
す
る
部
分
は
な
く
、
収
入

に
影
響
は
な
い
。
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カツオをスラリーアイス漬けにし、
高鮮度で発送する商品「ぴんぴカツオ」

問
水
産
物
、
農
林
畜
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
産
外
商
、

ま
た
、
町
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
聞
く
。

多
田
水
産
商
工
課
長
水
産
物

で
は
、
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
を

活
用
し
た
高
鮮
度
の
カ
ツ
オ
、

メ
ジ
カ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

い
。
ま
た
、
地
産
外
商
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

道
の
駅
内
に
観
光
情
報
発

信
拠
点
を
置
き
、
人
的
に
は

協
力
隊
員
と
臨
時
職
員
の
２

名
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

槇
本
農
林
課
長
「
大
野
見
米
」

「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」「
四
万
十

タ
ー
キ
ー
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
て
い
る
。

地
産
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

問
地
産
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

昨
年
、
議
会
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
の
話
し
合
い
の
中
、

「
中
土
佐
町
の
中
で
磨
け
ば

光
る
も
の
は
何
だ
と
思
う

か
」
と
言
う
質
問
に
対
し

下元道夫

ブランド化し、町を売る

ブランド化と地産外商を

問
平
成
29
年
度
の
着
任
予
定

と
業
務
内
容
は
。

多
田
水
産
商
工
課
長
中
心
商

店
街
・
漁
業
集
落
活
性
化
・

水
産
物
販
売
促
進
の
支
援
業

務
を
行
う
隊
員
を
募
集
し
て

い
る
。
し
か
し
、
着
任
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

地
域
に
溶
け
込
み
戦
力
に

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

て
聞
く
。

多
田
水
産
商
工
課
長
現
在
着

任
し
て
い
る
協
力
隊
員
は
、

観
光
情
報
の
発
信
、
町
の
案

内
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

下
元
企
画
課
長
矢
井
賀
地
区

振
興
の
た
め
、
昨
年
11
月
に

協
力
隊
員
が
着
任
し
た
。
現

在
、
「
猫
の
お
や
つ
」
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
４
月

末
か
ら
の
テ
ス
ト
販
売
に
向

け
調
整
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
野
見
北
地
区
の

振
興
の
た
め
、
３
月
１
日
協

力
隊
員
が
着
任
し
た
。
今
後
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
立

運
営
に
向
け
た
支
援
活
動
を

行
う
。

槇
本
農
林
課
長
七
面
鳥
の
販

売
促
進
支
援
業
務
の
協
力
隊

員
が
、
４
月
３
日
着
任
予
定

で
あ
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

池
田
町
長
矢
井
賀
地
区
は
、

北
野
隊
員
を
中
心
に
輪
が
広

が
っ
て
い
く
と
思
う
。

　

（
情
報
発
信
に
関
わ
る
）

増
木
隊
員
は
、
町
内
の
方
と

の
情
報
交
換
、
交
流
を
深
め

て
い
る
。
永
住
し
て
、
業
務

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
聞

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
に
着
任

し
た
隊
員
は
大
野
見
出
身
だ
。

経
験
を
生
か
し
、
飲
食
の
起

業
を
し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

３
名
と
も
地
域
に
溶
け
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
大
戦

力
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

昨年 11 月に着任した「地域お
こし協力隊」　北野　愛さん

矢井賀地区で地元の方々と取り組
む「猫のおやつ」の試作品づくり

ブランド化を目指す
四万十川流域のヒノキ

県内では知名度も上昇中の
「四万十の清粒　大野見米」

大野見地区で飼育されている
七面鳥

「
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
ば
私

が
も
う
売
っ
て
い
ま
す
」
と

答
え
た
。
町
長
の
考
え
に
つ

い
て
聞
く
。

池
田
町
長
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な

批
判
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

高
橋
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
道

の
駅
の
駅
長
に
就
任
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
終
始
す
る
わ
け

で
な
く
、
町
全
体
を
売
っ
て

い
く
た
め
活
躍
し
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
い
る
。
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中城重則

町
外
居
住
職
員
、
緊
急
時
は

指
定
し
た
要
員
が
集
合

問
近
年
、
南
海
地
震
対
策
は

も
と
よ
り
、
異
常
気
象
に
よ

る
豪
雨
等
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
い
つ
発
生
す

る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害

は
、
勤
務
日
と
は
限
ら
な
い
。

日
曜
祭
日
、
夜
間
か
も
し
れ

な
い
。

　

行
政
の
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
が
、
職
員
に
町
外

か
ら
の
採
用
者
が
多
い
。
ま

た
町
外
か
ら
の
通
勤
者
も
多

い
中
、
緊
急
時
の
職
員
参
集

体
制
へ
の
取
り
組
み
は
。

平
田
総
務
課
長
参
集
方
法
は
、

災
害
対
策
本
部
の
自
動
設
置

基
準
や
災
害
時
緊
急
連
絡
網

な
ど
を
活
用
し
、
事
前
に
指

定
し
て
い
る
配
備
要
員
が
集

合
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
外
居
住
職
員
は
町
内
イ
ベ

ン
ト
へ

問
（
町
外
居
住
）
職
員
の
地

域
活
動
に
つ
い
て
、
一
部

（
の
職
員
）
は
町
内
各
地
区

の
地
名
や
場
所
等
を
把
握
し

て
い
る
か
案
じ
ら
れ
る
。
緊

急
時
に
活
動
す
る
上
に
お
い

て
の
基
本
で
あ
る
。

　

各
地
区
の
行
事
等
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
名
や

地
理
、
そ
し
て
住
民
と
の
つ

な
が
り
も
で
き
る
。
緊
急
時

に
役
立
ち
、
そ
し
て
ま
た
住

民
が
来
や
す
い
役
場
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
考
え
は
。

池
田
町
長
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
地
域
外
の
職
員
も
参
画

す
る
よ
う
に
要
請
も
し
て
い

る
。
し
か
し
、
再
度
、
職
員

に
は
地
域
へ
も
出
向
く
よ
う

に
と
い
う
こ
と
も
申
し
て
い

き
た
い
。

許されるなら引き続き

任期１年、その後は
問
（
町
長
は
）
町
政
を
担
当

さ
れ
３
期
目
の
最
終
年
度
と

な
る
。
最
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
む
施
策
は
。

　

そ
し
て
、
任
期
が
後
１
年

と
な
る
。
今
後
行
政
を
担
当

す
る
率
直
な
思
い
を
聞
く
。

池
田
町
長
最
重
要
課
題
は
、

役
場
庁
舎
・
消
防
庁
舎
・
久

礼
保
育
所
の
高
台
移
転
事
業

だ
。
平
成
32
年
度
末
の
合
併

特
例
債
の
期
限
ま
で
に
完
成

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
事
業
を
遅
滞
な
く
完

成
さ
す
べ
く
、
次
も
意
を
決

し
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
民
の
皆
様

の
判
断
に
よ
り
、
も
し
許
さ

れ
る
な
ら
ば
、
引
き
続
き
行

政
を
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
。

休校して 3 年が経過し、公共の福祉に寄与する施設等としての活用が検討され
ている笹場小学校

3 月定例会で行政報告をする池田町長

　

行
政
全
体
と
し
て
、
地
域

と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

笹
場
小
学
校
は

問
笹
場
小
学
校
が
休
校
し
て

３
年
が
た
っ
た
。
行
政
と
し

て
、
同
校
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
と
今
後
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

中
城
教
育
長
休
校
後
の
学
校

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

時
期
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
地
域
住
民
が
活

用
で
き
る
施
設
、
そ
の
他
公

共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
施
設

と
し
て
の
活
用
な
ど
が
適
切

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
と
の
話
し
合
い
に
向

け
、
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。
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山中英男

給
付
型
奨
学
金
制
度
を

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
政
策
を

問
大
学
に
合
格
し
、
進
学
が

決
ま
っ
た
も
の
の
、
学
費
の

工
面
に
悩
む
受
験
生
や
家
庭

国保事業を担当する町民環境課

高知市内の高校の始業時間に間に合う唯一の土佐久礼駅 6 時 10 分発の普通列車とこれから
大学受験を目指す方もいる高校生
※特急は 7 時 4 分発（高知駅まで片道運賃 1090 円、特急料金 1180 円）があります。

県・市町村で協議会設置

国保の都道府県移行は
問
国
保
の
都
道
府
県
化
の
協

議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
標

準
保
険
料
率
の
設
定
は
、
高

い
保
険
料
に
な
ら
な
い
よ
う

主
張
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

保
険
制
度
は
収
支
均
衡

が
原
則
。
国
が
減
額
す
れ

ば
、
国
民
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
給
付
は
公
平
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
険
料

を
払
っ
て
い
る
人
の
権
利
だ
。

こ
の
辺
り
を
踏
ま
え
て
協
議

に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
町
民
環
境
課
長
国
保
は

平
成
30
年
以
降
、
都
道
府
県

が
財
政
運
営
責
任
の
主
体
と

な
る
。
財
政
運
営
や
効
率
的

な
事
業
の
確
保
等
の
た
め
、

県
と
市
町
村
で
運
営
協
議
会

を
随
時
開
催
し
て
い
る
。
標

準
保
険
料
率
・
納
付
金
額
等

は
協
議
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

県
と
市
町
村
の
説
明
会
も
随

時
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
う

い
う
場
を
利
用
し
て
意
見
を

述
べ
て
い
き
た
い
。

は
多
い
。
頼
み
の
綱
は
奨
学

金
だ
と
思
う
。
報
道
の
と
お

り
、
奨
学
金
地
獄
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
卒
業
後
に
多
額
の

返
済
に
追
わ
れ
る
若
者
は
多

い
。
家
庭
の
事
情
で
奨
学
金

を
借
り
、
将
来
の
結
婚
や
子

育
て
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
化

社
会
を
支
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
個
人
を
超
え
た
社
会

問
題
だ
。
教
育
の
た
め
の
奨

学
金
制
度
が
こ
ん
な
姿
で

あ
っ
て
い
い
は
ず
は
な
い
。

給
付
型
奨
学
金
の
大
幅
な
拡

充
を
求
め
る
。

竹
邑
教
育
次
長
町
で
拡
充
を

考
え
て
い
る
奨
学
金
制
度
は
、

平
成
29
年
当
初
予
算
の
中
に
、

積
立
金
５
２
０
０
万
円
を
計

上
し
た
。
こ
れ
は
坂
本
育
英

基
金
と
町
の
奨
学
金
を
合
体

し
た
も
の
だ
。
貸
付
人
数
の

増
加
に
耐
え
得
る
仕
組
み
を

目
指
す
も
の
だ
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

学
生
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
政
策
を
検
討
し
て
い
く

た
め
、
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
も
行
う
。

　

積
立
金
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
（
貸
し
付
け
を
）
考
え

て
い
る
。
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黒原昭一

国土交通省が各種支援

　　　　登録メリットはみ な と
オアシス

問
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
登
録

で
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

運
営
主
体
・
責
任
者
は
誰
か
。

ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ

る
の
か
。

下
元
企
画
課
長
道
の
駅
建
設

に
合
わ
せ
て
進
め
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用
、

国
土
交
通
省
地
方
整
備
局
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
、

道
路
地
図
へ
の
掲
載
や
道
路

標
識
の
設
置
支
援
、
そ
の
他
、

港
の
振
興
に
関
す
る
各
種
支

援
を
し
て
く
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　

設
置
者
は
中
土
佐
町
で
、

運
営
は
㈱
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
る
。

　

事
業
は
毎
年
、
各
地
で

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
全
国
大
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
オ
ー
プ
ン
は

問
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
施

設
の
建
設
も
進
み
開
業
ま
で
、

あ
と
４
カ
月
に
な
っ
た
。
夏

休
み
に
合
わ
せ
た
オ
ー
プ
ン

に
な
る
。
多
く
の
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
が
欠
か
せ
な

い
。
オ
ー
プ
ン
時
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
取

材
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
戦
略
や
集
客
計
画
は
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

池
田
町
長
ス
タ
ー
ト
が
非
常

に
肝
心
だ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
全
般
は
、
今
年
末

ま
で
の
間
、
「
ユ
ー
エ
ス

ケ
ー
」
と
い
う
会
社
に
イ
ベ

ン
ト
関
連
の
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
テ
レ
ビ

で
の
Ｃ
Ｍ
・
雑
誌
・
ラ
ジ
オ

に
も
何
回
も
広
告
を
打
っ
て

い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
と
い
う
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

監
査
指
摘
事
項
の
改
善
は

勉
強
会
等
で
注
意
喚
起

問
監
査
委
員
は
、
議
会
の
同

意
を
得
て
町
長
が
任
命
し
た

も
の
だ
。
そ
の
指
摘
は
適
正

な
行
政
執
行
を
す
る
上
で
重

要
だ
。

　

平
成
28
年
度
定
期
監
査
報

告
書
で
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
金
、
園
芸
ハ
ウ
ス
等
の

収
入
未
済
金
、
督
促
手
数
料

の
整
合
性
等
、
５
項
目
の
指

摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　

改
善
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は
。

平
田
総
務
課
長
滞
納
関
係
は
、

法
的
措
置
を
行
う
場
合
の
課

題
の
分
析
検
討
を
進
め
て
い

る
。

建設が進む「みなとオアシス」としても登録される「道の駅なかとさ」

岡村香奈会計課長から出納状況の説明を受ける
小林正章監査委員（右）と佐竹敏彦監査委員（左）

　

督
促
手
数
料
の
徴
収
に
つ

い
て
は
弁
護
士
と
相
談
し
た
。

（
納
期
限
内
に
支
払
っ
て
も

ら
え
れ
ば
）
不
必
要
な
事
務

作
業
に
対
す
る
手
数
料
で
あ

り
、
徴
収
を
妨
げ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

の
法
解
釈
に
沿
い
、
条
例
の

一
部
改
正
を
行
い
た
い
。
そ

の
他
に
つ
い
て
も
、
庁
議
や

勉
強
会
を
通
じ
て
注
意
喚
起

し
て
い
く
。

下
元
企
画
課
長
７
月
６
日
に

落
成
式
典
及
び
セ
レ
モ
ニ
ー
、

７
月
15
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
の
予
定
だ
。

　

現
在
進
め
て
い
る
業
務
委

託
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
と
合
わ
せ
、
充
実
し
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
き
た
い
。
新
聞
や
テ

レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｍ
に
お

け
る
落
成
広
告
と
い
っ
た
部

分
を
、
現
在
、
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
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３
月
定
例
会
の
初
日(

３
月
７
日)

、
総
務
・
産
業
建
設
・

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

　

２
月
９
日
、
本
町
の
財
政

と
起
債
償
還
計
画
の
調
査
を

行
っ
た
。
本
町
の
基
金
と
財

政
全
般
が
将
来
も
健
全
な
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
中
期
財

政
収
支
見
通
し
（
一
般
会

計
）
、
今
後
の
起
債
償
還
計

画
の
資
料
の
提
出
を
求
め
、

聞
き
取
り
を
し
た
。

　

公
共
事
業
の
進
捗
状
況
を

調
査
し
た
。

　

久
礼
川
改
修
工
事
は
平
成

29
年
度
末
で
78
・
５
％
の
進

捗
予
定
と
の
こ
と
だ
。
未
改

修
区
間
の
早
急
な
事
業
の
完

成
を
求
め
た
。

　

久
礼
新
港
は
、
防
災
拠
点

港
の
配
置
計
画
で
、
須
崎
港

の
補
完
港
と
な
る
二
次
防
災

拠
点
港
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
地
震
に
備
え

耐
震
強
化
岸
壁
の
補
強
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
背
後
に
は

Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
施
設

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
早
期

の
完
成
を
要
請
し
た
。

　

笹
場
海
岸
防
潮
堤
補
強
工

事
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
を

補
強
し
、
防
災
機
能
強
化
を

図
る
べ
く
着
工
し
て
い
る
。

引
き
続
き
補
強
工
事
の
施
工

を
求
め
た
。

　

元
川
橋
橋
梁
補
強
工
事
は

市
街
地
へ
の
進
入
路
で
あ
り
、

通
行
止
め
に
よ
り
不
便
を
き

納
税
）

③　

 

町
財
政
全
般
の
運
営
に

全
課
の
関
係
強
化

財政状況を調査／総務常任委員会

将来も財政の健全運営を

　

平
成
28
年
度
か
ら
52
年
度

ま
で
の
償
還
金
額
は
、
１
１

１
億
円
以
上
必
要
に
な
る
。

特
に
31
年
度
ま
で
は
10
億
円

前
後
の
償
還
と
な
る
。
38
年

度
ま
で
は
５
億
円
以
上
の
償

還
が
続
く
。
こ
れ
に
は
平
成

29
年
度
以
降
の
起
債
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
庁
舎
移
転
等

の
費
用
や
、
平
成
35
年
頃
か

ら
減
少
傾
向
に
な
る
地
方
交

付
税
の
動
き
を
み
る
と
、
将

来
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
財
政

運
営
の
重
要
度
が
増
す
。
こ

の
こ
と
を
、
資
料
を
基
に
総

務
課
と
確
認
を
し
た
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
以
下

の
こ
と
を
提
案
し
た
。

①　

 

公
共
施
設
・
町
営
住

宅
・
イ
ン
フ
ラ
等
の
計

画
的
な
維
持
管
理
に
よ

る
長
寿
命
化
・
運
営
管

理
の
効
率
化

②　

 

町
政
の
効
率
化
・
収
入

源
の
開
拓
（
ふ
る
さ
と

た
し
て
い
る
。
期
限
内
の
完

成
を
求
め
た
。

　

町
道
元
谷
小
々
草
線
の
路

側
法
面
の
補
強
工
事
が
発
注

さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
整
備
さ
れ

る
芝
生
広
場
に
隣
接
し
て
お

り
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期

し
て
欲
し
い
。

　

公
共
施
設
移
転
等
工
事
は
、

国
道
、
通
学
路
に
面
し
た
大

規
模
工
事
だ
。
安
全
対
策
に

万
全
を
期
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
求
め
た
。

安
全
対
策
を
万
全
に

公
共
事
業
の
進
捗
状
況
を
調
査
　
　
　
　

　
　
　
　
／
産
業
建
設
常
任
委
員
会

※現在、発行されている地方債（起債）の償還額の推移です。今後発行される地方債の償還額は含まれていません。
　このため、地方債の発行に伴い、償還のピークは後年度に移っていくことになります。

久礼川河川改修事業の現地調査をする産業建設常任委員

（単位 : 億円） 地方債 (起債 )償還額の推移

（年度 : 平成）0

5

10

15

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 5228
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１．平成 29 年度予算編成
　一般会計の当初予算は、69 億 5674 万円となり、
昨年と比べて 4 億 2517 万円増の大型予算となっ
た。
　大型予算の主な要因は、公共施設移転等事業の
「新庁舎」「消防庁舎」「久礼保育所」の実施設計
に係る予算。そして、これらの用地造成や進入路
整備に係る事業費の計上によるものである。
　継続事業は「空家活用促進事業」「新規就農総
合支援事業」「高齢者等外出支援事業」「子ども医
療費助成事業」「木造住宅等耐震化促進事業」「高
校生通学対策事業」「奨学金制度の拡充」などを
計上している。

２．ＳＥＡプロジェクト
　ＳＥＡプロジェクト施設は、計画どおり進めら
れている。7 月 6 日落成式典、7 月 15 日グランド
オープンの予定である。

３．集落活動センター
　大野見竹原地区に県内 34 か所目の集落活動セ
ンターとして「大野見集落活動センターみなみ」
が 3 月 26 日開所する。

４．南海地震対策
　中土佐町自主防災会連絡協議会が、防災講演会
を実施した。また、熊本県西原村、愛媛県伊方町
へ現地視察研修を行った。

５．アメゴ釣りな祭の終了
　旧大野見村時代からの恒例のイベントとして
開催されてきた「大野見アメゴ釣りな祭」は、実
行委員会で協議した結果、昨年の 30 回をもって
終了することが決定した。

６．四万十源流の家（現四万十源流の里）
　新たな指定管理者として、「ＪＰＴ　Ｔｏｕｒｓ
ｊａｐａｎ株式会社」が４月から営業を再開する。

「アメゴ釣りな祭」に終止符池田町長の行政報告

　

１
月
20
日
、
上
ノ
加
江
中

学
校
の
避
難
場
所
と
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
現
地
調
査
し

た
。

　

上
ノ
加
江
中
学
校
の
避
難

場
所
の
裏
山
は
、
「
地
震
時

に
崖
崩
れ
山
津
波
」
「
暖
・

雨
・
ト
イ
レ
」
「
マ
ム
シ
・

サ
ル
の
出
現
」
等
の
問
題
が

あ
る
。
こ
の
た
め
従
前
は
、

忠
魂
墓
地
や
高
台
に
あ
る
上

ノ
加
江
小
学
校
が
避
難
場
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
12
月
定
例
会
で
質

問
が
出
る
と
の
こ
と
で
、
教

育
委
員
会
か
ら
裏
山
を
避
難

場
所
に
と
指
示
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
上
ノ
加
江
小
中
合
同

運
営
協
議
会
も
同
意
見
で
あ

り
変
更
さ
れ
た
。

　

現
地
調
査
で
、
周
り
に
マ

ム
シ
出
現
等
の
危
険
性
が
高

い
た
め
、
裏
山
へ
の
道
の
舗

装
の
必
要
性
、
標
高
を
示
す

標
識
・
避
難
用
品
の
整
備
が

要
望
さ
れ
た
。

中
四
国
農
政
局
長
賞
受
賞

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
を
調
査
　
　
　
　

　
　
　
　
／
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

上
ノ
加
江
と
久
礼
の
２
系
統

で
配
送
さ
れ
て
い
る
。
食
材

は
地
産
地
消
で
町
内
産
を
最

優
先
し
、
県
内
産
、
国
内
産

と
順
に
調
達
し
て
い
る
。
給

食
の
改
善
が
図
ら
れ
、
試
食

し
た
限
り
、
お
い
し
い
と
感

じ
た
。

　

地
場
産
品
活
用
等
で
農
水

省
中
四
国
農
政
局
長
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
で
、
関
係
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

２
月
７
日
、
岡
山
県
奈
義

町
を
視
察
し
た
。
奈
義
町
は

学校給食センターで教育委員会から事業
説明を受ける教育民生常任委員

岡山県奈義町役場で子育て支援について
研修する教育民生常任委員

人
口
約
６
千
人
。
平
成
26
年

度
に
合
計
特
殊
出
生
率
２
・

81
と
日
本
一
を
達
成
し
て
い

る
。
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
標

値
２
・
６
だ
。
陸
上
自
衛
隊

日
本
原
駐
屯
地
が
あ
り
、
若

年
隊
員
等
７
０
０
名
の
駐
留

や
人
口
10
万
人
の
津
山
市
と

隣
接
し
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化

し
て
い
る
こ
と
が
、
子
ど
も

が
産
め
る
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
達
成
の
鍵
は

「
子
育
て
負
担
軽
減
」
「
子

育
て
悩
み
相
談
」
「
町
全
体

で
子
育
て
支
援
」
「
住
む
と

こ
ろ
」
の
４
つ
の
安
心
だ
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
向
け
た
施

策
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
て

い
る
こ
と
だ
。
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私たちは、こんなことをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

岡　

伊
三
男

戸
田　

晴
喜

山
中　

英
男

山
下
世
仁
子

黒
原　

昭
一

中
城　

重
則

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

松
下　

裕
之

本
井　

康
介

１月11日 議会運営委員会（中土佐庁舎） △ ○ ○ ○ ○

１月12日 議会広報常任委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○

１月13日 議会行政実務研修（高知城ホール） ● ● ○ ○ ●

１月20日 教育民生常任委員会（上ノ加江中学校他） ○ ○ ○ ○ ○

１月26日 地方議会研究会（福岡県福岡市） ○ ○○ ○ ○ ○

１月27日 議会運営委員会視察（四万十町・佐川町） ○ ○ ○ ○ ○ ○

２月１日 全員協議会（中土佐庁舎） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

２月３日 福岡県岡垣町議会広報視察（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

２月７日 教育民生常任委員会視察（岡山県奈義町） ○ ○ ● ○ ○

２月８日

第1回臨時会（中土佐庁舎） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議会運営委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

２月９日 総務常任委員会（　　〃　　） ○○ ○ ○ ○

２月17日 議会運営委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○

２月20日 産業建設常任委員会（町内・中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ △

３月１日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

３月７日

3月定例会〈１日目〉（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

全員協議会（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議会広報常任委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○

３月９日
予算精査会（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

教育民生常任委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○

３月10日
予算精査会（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議会運営委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○

３月14日 3月定例会〈２日目〉（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

３月15日 3月定例会〈３日目〉（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

３月17日 3月定例会〈４日目〉（　　〃　　） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

３月31日 議会広報常任委員会（　　〃　　） ○ ○ ○ ○

≪各議員の出欠状況（平成29年１月１日～平成29年３月31日≫

○・・・出席　　●・・・欠席　　△・・・一部欠席　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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議員は何をしゆうが？

●１月　
　２日　　　成人式（町民交流会館）
　８日　　　消防出初め式（久礼八幡宮）
　23日　　　石川県穴水町議会視察（中土佐庁舎・町内）
●２月
　３日　　　福岡県岡垣町議会広報特別委員会視察（中土佐庁舎）
　13日　　　四万十町正副議長挨拶（中土佐庁舎）
　20日　　　高幡広域市町村圏事務組合打合せ（中土佐庁舎）
　24日　　　高幡町村議会議長会臨時総会（高知市 / 高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村議会議長会第 68 回定期総会（高知市 / 高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村長・町村議会議長大会・意見交換会（ザ クラウンパレス新阪急高知）
　27日　　　津野山養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市 /「道の駅」かわうその里すさき）
　　　　　　高陵特別養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市 /「道の駅」かわうその里すさき）
　　　　　　高幡障害者支援施設組合議会定例会（須崎市 /「道の駅」かわうその里すさき）
　　　　　　高幡消防組合議会定例会（須崎市 /「道の駅」かわうその里すさき）
　　　　　　高幡広域市町村圏事務組合議会定例会（須崎市 /「道の駅」かわうその里すさき）
●３月　　　　
　11日　　　久礼中学校卒業式（久礼中学校）
　　　　　　大野見中学校卒業式【（代理）松下副議長】（大野見中学校）
　　　　　　上ノ加江中学校卒業式【（代理）佐竹教育民生常任委員長】（上ノ加江中学校）
　23日　　　上ノ加江小学校卒業式（上ノ加江小学校）
　　　　　　久礼小学校卒業式【（代理）松下副議長】（久礼小学校）
　　　　　　大野見小学校卒業式（代理）佐竹教育民生常任委員長】（大野見小学校）
　24日　　　高幡西部特別養護老人ホーム組合議会定例会【議長・議選組合委員】（四万十町役場）
　25日　　　久礼保育所卒園式（久礼保育所）
   28日　　　高幡東部清掃組合議会定例会【議長・議選組合委員】（高幡東部清掃組合）

≪議長の主な活動状況（平成29年１月１日～平成29年３月31日≫

議会に対するご意見　　　
　などを募集しています。

ご意見やご感想など500字以内で、郵送で
ご投稿ください。

〒780-1301 中土佐町久礼6602番地2
　　　　　　中土佐町役場議会事務局

ご投稿先

スマホ・パソコンで議会を。

会議録を閲覧できます。

　スマートフォンやパソコ
ンで本会議の様子が視聴で
きます。

　インターネット中継の映像及び音声は公式記録
ではありません。また「議会だより」は発言の概
要のみを掲載しています。公式記録は会議録をご
覧ください。
　会議録は、中土佐町のホームページ及び議会事
務局でご覧いただけます。

６月  ９日（金）　行政報告・議案の提案理
　　　　　　　　 由説明・委員会活動報告
　　　　　　　　 他
６月１２日（月）　一般質問
６月１３日（火）　一般質問
６月１５日（木）　議案等の採決　他

６月定例会日程（予定）

※日程は、変更になることがありますので、ご注意ください。
（パソコンの方はこちらから）
smart.discussvision.net/smart/tenant/nakatosa/WebView/sp/
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議会は、どなたでも傍聴できます。

入場時は入口の注意事項をお読みください。

上ノ加江小学校
５・６年生が
議会を見学

議会を傍聴する上ノ加江小学校５・６年生の皆さん

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
３
月
14
日
、
上
ノ
加

江
小
学
校
５
・
６
年
生
、
11
人

全
員
が
議
会
の
傍
聴
に
訪
れ
ま

し
た
。
傍
聴
中
は
議
員
や
執
行

部
の
発
言
を
聞
き
逃
さ
ま
い
と
、

全
員
が
真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を

取
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

議
場
で
感
じ
た
こ
と
や
議
会

で
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
な
ど
を
、
学
校
に
帰
っ
て
感

想
文
に
ま
と
め
、
議
会
に
届
け

て
く
れ
ま
し
た
。

シープロジェクトが
できたら家族みんな
で行きたい！

避難タワーに変わる
安全な避難の方法を
考えないといけない！

若い人を
増やす方法を
話し合って！

ラインで
いじめを
しないよう
にする！

韓国とも
交流を
深めないと！

議員になり、
中土佐町を
よくするために
がんばりたい！

美術館の移転は
いいと思う！

関心があったのは、
買い物に行けない人
がいるので山内まで
バスをという話！

時間内に
ぴったり収まる
よう話していた！

空気がピリピリで
怖かった！

山内にバスが来たら
活用したい！
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　10 人程度（これより多い場合も歓迎します）の団体やグループで、議

員との懇談の希望があれば、議員が町内どこへでも出張し、懇談会を開催

いたします。

　ご希望がある場合は、下記までお問い合わせください。

記

中土佐町議会事務局　TEL ５２－２４１０　　FAX ５２－４８５０
　　　　　　　　　　E-mail  gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議員出張懇談会が始まりました。

自主防災会
連絡協議会と

懇談会 自主防災会連絡協議
会の田上正司会長

　

４
月
18
日
、
議
会
が
町
民
の
皆
様
の
所
に

出
向
く
「
議
員
出
張
懇
談
会
」
の
第
１
回
目

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
土
佐
町
自
主
防
災
会
連
絡
協

議
会
の
田
上
会
長
ほ
か
役
員
の
方
々
10
名
と

全
議
員
で
、
防
災
に
関
し
当
面
す
る
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
は
じ
め
て
の
議

員
出
張
懇
談
会
を
開
催

し
、
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
住
民
ぐ

る
み
の
防
災
対
策
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

夜間訓練も
必要！

自衛隊・消防・警察
との大規模訓練を！

避難タワーのゴンドラは
役に立たない！

関連死を防ぐ
マニュアルを！

テントも何もな
く、避難しても
生活できない！

訓練の回覧は
自分たちで！

南海トラフ地震で
被害の少ない日本
海側との連携に議
員の力を！

避難所マニュアルは
町民が作るもの！ 見守りマップを

作るので議員も
見に来て！

備蓄倉庫はあるが、
避難が長引けば
どうか！

　

議
会
も
自
主
防
の
活

動
を
理
解
し
て
い
た
だ

い
た
。
懇
談
会
を
や
っ

て
良
か
っ
た
。
今
後
と

も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

ひ

と

こ

と
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常
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委
員
長　

下
元　

道
夫

副
委
員
長　

山
下
世
仁
子

委　
　

員　

黒
原　

昭
一

　
　
　
　
　

福
永　

守
恭

つ
ぶ
や
き

　
　
　
未
来
の
声

　
「
イ
ベ
ン
ト
の
で
き
る
公
園
を
上
ノ
加
江
、
矢
井
賀
に
」

シ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
道
の
駅
は
ず
っ
と
家
族
と
楽
し

み
に
」「
県
の
産
業
も
盛
ん
に
な
り
、
中
土
佐
町
に
沢
山

の
人
が
来
る
」「
若
い
人
を
増
や
す
方
法
を
話
し
合
っ
て
」

等
々
。

　

３
月
14
日
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
上
ノ
加
江
小
学
校

５
・
６
年
生
の
、
感
想
文
か
ら
抜
粋
し
た
真
の
声
。

　

議
会
の
在
り
方
や
議
員
の
役
割
を
真
に
見
聞
き
し
、
難

し
い
言
葉
の
内
容
に
も
自
分
に
合
っ
た
関
心
事
と
理
解
を

示
し
、
精
い
っ
ぱ
い
表
現
す
る
子
ど
も
た
ち
。

　

少
子
高
齢
化
は
益
々
進
み
、
生
活
形
態
が
少
し
ず
つ
変

化
を
も
た
ら
す
昨
今
。
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
き
、
私
達

は
何
を
ど
う
す
る
べ
き
か
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　

極
め
つ
け
は
「
色
々
な
問
題
を
話
し
合
い
、
少
し
で
も

町
を
よ
く
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
。
そ
の
話
し
合
い
に

参
加
で
き
る
よ
う
議
員
に
な
り
、
中
土
佐
町
を
よ
く
す
る

為
に
頑
張
り
た
い
」

　

頼
も
し
い
未
来
の
声
で
あ
る
。
将
来
を
担
う
姿
が
そ
こ

に
あ
り
、
我
々
大
人
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

　

中
土
佐
町
議
会
議
員　

山
下　

世
仁
子

　

今
号
で
は
、
松
下
裕
之
議

員
が
平
成
28
年
３
月
定
例
会

で
質
問
し
た
「
保
育
所
2
人

目
無
料
化
」
の
問
題
を
追
跡

し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
３
月
定
例
会
】

保
育
料
は
２
人
目
半
額
、

３
人
目
は
無
料
だ
が
、
園
児

数
１
７
５
名
の
中
で
無
料
対

象
は
44
名
だ
。
高
知
市
な
ど

の
よ
う
に
２
人
目
無
料
を
考

え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

池
田
町
長
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
考
え
、
２
人
目
が
入
所

し
た
と
き
に
１
人
目
を
半
額

と
い
う
方
向
で
、
平
成
29
年

度
実
施
に
向
け
財
政
と
の
調

整
を
し
て
い
く
。

「ありゃ「ありゃ「ありゃ
どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」

■
そ
の
後
の
対
応

問

表
紙
写
真

　

今
年
度
の
議
会
だ
よ
り
の
表

紙
の
写
真
は
、「
中
土
佐
の
未

来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
」
を
取

り
上
げ
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
久
礼
小
学
校

１
年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
。

　

黒
板
に
書
か
れ
た
ひ
ら
が
な

を
指
で
書
く
練
習
だ
。
子
ど
も

た
ち
は
、
小
学
生
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
や
る
気
満
々
。　

　

今
年
の
１
年
生
は
、
全
部
で

39
名
。
１
組
20
名
、
２
組
19
名

の
二
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
入

学
式
か
ら
今
日
で
９
日
目
だ
。

　

担
任
の
小
島
先
生
は
、「
こ

れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
学
期
ご

と
に
習
う
事
も
増
え
、
本
当
に

変
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

き
ら
き
ら
と
輝
く
子
ど
も
た

ち
の
目
に
、
町
の
将
来
を
担
う

姿
を
見
た
。

学校にも慣れてきた久礼小学校１年１組の子どもたち（P20参照）

　今回の主な内容
■北海道で研修 ……………………
■第１回臨時会 ……………………
■平成29年３月定例会
　　議案審議 ………………………
　　主な議案と議員の賛否 ………
　　一般質問 ………………………
　　委員会活動報告 ………………
      行政報告 ………………………
■議員の活動状況 …………………
■小学生が議会を見学 ……………
■議員出張懇談会を開催 …………
■追跡 ………………………………

2
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14
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議会だより
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平成29年５月25日発行

第 1 回 臨 時 会
3 月 定 例 会

■北海道幕別町 ･上士幌町で研修･･････ 2

■四万十源流の里が営業再開･･･････････････ 6

■小学生が議会を見学･･････････････････････ 18

■議員出張懇談会始まる･･･････････････････ 19

　

財
源
確
保
が
厳
し
い
。
少

子
化
対
策
と
と
も
に
、
将
来

的
に
財
源
確
保
が
で
き
た
時

点
で
取
り
組
む
。

（
教
育
委
員
会
）上ノ加江保育所の園庭で遊ぶ園児たち。２人目からの無料化は・・・。
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